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赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

第
５
次
総
「
ま
で
い
ラ
イ

フ
評
価
推
進
委
員
会
」
の
北

原
康
子
委
員
長
が
、
菅
野
村

長
へ
行
政
評
価
に
関
す
る
提

言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
言
書
に
は
、
行
政
評
価

の
具
体
的
推
進
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
は
、
村
の
事
業

等
を
で
き
る
だ
け
数
値
化
し
、

目
的
の
達
成
度
な
ど
を
客
観

的
に
測
定
し
て
、
行
政
側
と

住
民
側
が
そ
れ
ぞ
れ
評
価
す

る
も
の
で
、
評
価
内
容
は
毎

年
公
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
第
５
次
総
の
着
実
な
推

進
と
住
民
と
行
政
の
協
働
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
行
政
評
価
は
、
17
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

（－9人）

（－6人）

（前月比）

（－15人）

（＋9戸）

（国勢調査に基づき増減された現住人口）

村
の
う
ご
き

村
の
う
ご
き 
村
の
う
ご
き 

「
第
５
次
総
合
振
興
計
画

推
進
に
係
る
説
明
会
」
が
公

民
館
で
行
わ
れ
、
行
政
区
長

を
は
じ
め
村
民
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
総
の

推
進
と
評
価
の
仕
組
み
や
、

地
区
別
計
画
「
や
る
き
つ
な

が
り
プ
ラ
ン
」
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
企
画
室
職
員
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
医
療
福
祉
班

と
教
育
班
か
ら
計
画
の
主
な

施
策
な
ど
に
つ
い
て
中
間
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

�

役
場
会
議
室
で
「
国
土
交

通
省
の
出
前
講
座
」
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
依
頼
の
あ
っ
た

市
町
村
に
国
の
職
員
が
出
向

き
、
国
の
事
業
や
動
き
な
ど

を
説
明
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
東
北
地
方
整
備

局
（
仙
台
市
）
の
稲
葉
護
建

設
専
門
官
が
、
国
の
新
し
い

事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

国
で
は
、
補
助
金
を

交
付
金
制
度
に
変
え
て

き
て
お
り
、
今
後
は
意

欲
と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
あ

る
市
町
村
に
対
し
て
支

援
を
強
め
て
い
く
考
え

で
す
。

村
か
ら
は
、
菅
野
村

長
は
じ
め
各
課
等
の
職

員
20
人
が
出
席
し
、
国

の
動
き
や
事
業
の
概
要

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

入札日／平成17年３月25日　（単位：千円）

飯樋小学校屋外整備工事

（飯樋字町地内）
11,760 カクダイ建設㈱ 平成17年９月中旬

工 事 （ 業 務 ） 等 の 名 称 契約価格
（税込み）

契　約　業　者 完 成 予 定

公
民
館
で
「
第
４
回
土
地

利
用
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
行
な
わ
れ
、
各
行
政
区
の

地
区
別
計
画
策
定
委
員
な
ど

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
こ
れ

ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
行

政
区
毎
の
土
地
利
用
の
方
向

性
に
つ
い
て
最
終
調
整
を
行

い
、
今
後
の
進
め
方
を
確
認

し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
に
は
、
今
回

の
行
政
区
別
計
画
を
も
と
に
、

村
全
体
の
土
地
利
用
計
画
が

ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

氏　　　名 年　齢 行政区


